
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 

主 催  宮城県田尻町，日本雁を保護する会，ＮＰＯ法人蕪栗ぬまっこくらぶ 
 

協 力  （社）農村環境整備センター，ＮＰＯ法人民間稲作研究所，ＪＡみどりの，ＪＡ全農 

（予定）    旧迫川右岸土地改良区，伊豆沼農産，宮城県農村振興技術連盟，ナマズのがっこう 

       （有）たじり穂波公社 

 

後 援  農林水産省東北農政局，国土交通省東北地方整備局，環境省東北地区自然保護事務所 

   宮城県 



環境創造型農業シンポジウム 
第４回ふゆ・みず・たんぼシンポジウム 

～ 温 故 知 新 ～ 
 

宮城県発祥の環境創造型稲作「冬期湛水不耕起無農薬水田（ふゆ・みず・たんぼ）」

は、生物多様性を高めるだけでなく、水田に投入する資材や労力が少なく、除草剤を

使わない抑草技術として期待されるなど、新時代の環境創造型農業の可能性を大きく

広げました。 

冬期湛水水田は『田冬水』として江戸時代の会津農書にすでに記されていた技術で

あることがわかりました。また，抑草対策や冷害対策技術である深水管理の原点も天

明時代に宮城県登米郡上沼の後藤新四郎により，確立された技術であることが明らか

になるなど，環境創造型農業の基本的概念の多くが江戸時代にすでに存在していたと

言えます。 

私たちは『温故知新』の名の下に『古くて新しい技術』をこのシンポジウムを契機

に再認識したいと考えました。 

そして、このたび２１世紀稲作の主流となりうる環境創造型稲作をより広く普及実

践するために、実践農家、調査研究者、行政、ＮＰＯ等が集まり、下記の内容で「環

境創造型農業シンポジウム・第４回ふゆ・みず・たんぼシンポジウム」を開催するこ

とになりました。 

この会の趣旨を御理解いただき、多くの方々に参加していただけることを願い、皆

様にご案内申し上げます。 

 

日 時 平成１６年１２月４日（土），５日（日） ２日間 

場 所 メイン会場；田尻町文化センター 

       宮城県遠田郡田尻町沼部字富岡１６６ ℡ 0229-39-0213  
 

プ ロ グ ラ ム 

 

１２月４日（土）；１日目 

○受 付（９：００～９：３０） 

○歓迎の挨拶（９：３０） 

日本雁を保護する会会長 呉 地 正 行  

○主催者挨拶（９：３５～１０：００） 

宮城県田尻町長 堀 江 敏 正   

○祝 辞（１０：００～１０：２０） 

 前 農林水産副大臣 参議院議員 市 川 一 朗  



○基調講演１(１０：２０～１１：２０) 

・ 鷲 谷 い づ み （東京大学農学生命科学科教授） 

演題：「複合生態系を再生する、環境水田」（仮題） 

 

○基調講演２(１１：２０～１２:０５) 

・ 中 貝 宗 治 （兵庫県豊岡市長） 

演題：「コウノトリと共生するまちづくり」 

＜昼 食＞（１２：１０～１３：００） 
 

○ 報告 「ふゆ・みず・たんぼ ～温故知新・過去から未来へ～」 

総合司会：秡 川 信 弘 （東北文化学園大学総合政策学部 教授） 

テーマ１（１３：００～１４：００） 

「ふゆ・みず・たんぼ技術の現状と未来」 

・ 伊 藤 豊 彰 （東北大学大学院農学研究科助教授） 

（内容）「ふゆ・みず・たんぼ」は，冬期湛水，有機栽培，不耕起・半不耕起栽培を組み合せた， 

古くて新しい農法で，人間・水稲作と水鳥，水田生物との共生や物質循環の回復などによ

る環境創造を目指しています。「ふゆ・みず・たんぼ」に関する国内外のこれまでの知見

に学びつつ，田尻町伸萠地区の今年までの調査結果をふまえて，「ふゆ・みず・たんぼ」

の多面的機能への貢献と「農法」としての現状，課題，将来性について報告します。 

テーマ２「農家から見た現状と未来」(１４：００～１４：５０) 

 －報告・鼎談－ 

（内容）田尻町伸萠地区では，今年から複数農家がまとまって 20ha の「ふゆ・みず・

たんぼ」の実践を行い，天候も幸いして大きな成果をあげました。この１年間

の経過報告と成果，課題，将来展望を報告します。 

・ 岩 渕 成 紀 （宮城県田尻高等学校教諭） 

・ 三 浦 孝 一 （田尻町伸萠行政区長，ふゆ・みず・たんぼ農家） 

・ 高 橋 直 樹 （田尻町農政商工課 生産調整推進対策係長） 

＜ほっとひと息＞(14:50～15:05) 田中卓二* ミニコンサート「ふゆ・みず・たんぼの歌」 

（* 「むらおこし」シンガーソングライター・国土交通省北海道局農林水産課開発専門官）  

＜休 憩＞(15:05～15:20) 

テーマ３「農業・水・環境と地域活性化の政策」（１５：２０～１６：４０） 

－パネル討論－ 

  （内容）田園地帯における農業の経済性と多面的機能を最大限まで発揮・維持管理する

ためには，地域での農業政策，河川政策，環境政策及び地域政策などの統合が

不可欠です。田尻町や豊岡市ではじまった画期的な取組を通じて，新たな時代

の田園政策展開のあり方を討論しま.す。 

コーディネーター 呉 地 正 行 （日本雁を保護する会 会長） 

・ 西 澤 誠 弘 （宮城県田尻町農政商工課 課長） 

・ 佐 竹 節 夫 （兵庫県豊岡市企画部コウノトリ共生推進課 課長） 

・ 岡 野 光 男 （農林水産省大臣官房 環境政策課 課長補佐） 

・ 森    吉 尚 （国土交通省河川局河川環境課 河川環境保全調整官） 



テーマ 4「田んぼと沼と環境教育」(１６：４０～１７：３０) 

－報告・鼎談－ 

（内容）生き物，水田，沼，水路，雑木林などは田園地帯の社会資本であることから、これ

らを地域住民のみならず消費者，都市住民等の理解と協力を得て管理するための活

動や環境教育のあり方について，地域での実践事例等を交えて報告します。 

 コーディネーター 見 上 一 幸 （宮城教育大学教授・環境教育実践研究センター長） 

・ 加納 麻紀子 （社団法人 農村環境整備センター） 

・ 戸 島    潤 （ＮＰＯ法人 蕪栗ぬまっこくらぶ 副理事長） 

＜休憩＞（17:30～17:40） 

本日の論点のまとめ（１７：４０～１８：１０） 

 秡 川 信 弘 （東北文化学園大学総合政策学部 教授） 

 

○交 流 会（１８：３０～２０：００） 

会場：田尻町中央公民館軽運動室（田尻町文化センター隣） 

※バスが宿泊先（古川プラザホテル他）へ出発（２０：３０） 

 

１２月５日（日）：２日目 

○雁の飛び立ち観察会（６：００～８：００） 

～蕪栗沼へ移動，「ふゆ・みず・たんぼ」現地視察会～ 

※ ５：３０ 古川プラザホテル出発（希望者のみ） 

 

○昨日の論議のまとめと本日の論点（９：００～９：２０） 

 秡 川 信 弘 （東北文化学園大学総合政策学部 教授） 

 

○ 分科会（「ふゆ・みず・たんぼ ～温故知新・過去から未来へ～」 

（９：３０～１１：００） 

テーマ１ 「ふゆ・みず・たんぼ技術の現状と未来」 

（内容）田尻町で発祥し発展しつつある「ふゆ・みず・たんぼ」の農業技術を確立し、それを

支援して全国に普及展開するための方法について議論します。 

コーデイネーター 伊 藤 豊 彰 （東北大学大学院農学研究科助教授） 

・ 小 山    淳 （宮城県古川農業試験場 主任研究員） 

・ 稲 葉 光 國 （NPO法人 民間稲作研究所代表） 

テーマ２ 「農家から見た現状と未来」 

    （内容）「ふゆ・みず・たんぼ」の農業技術、米販売、消費者との連携、政策的支援などについ

て消費者を交え生産者（農家）の視点で討議します。  

 コーデイネーター 岩 渕 成 紀 （宮城県田尻高等学校教諭） 

・  齋 藤   肇 （宮城県田尻町伸萠農家） 

・  菅 原 秀 敏 （宮城県志波姫町農家） 

・  佐々木   寛 （宮城県迫町伊豆沼第三工区農家） 



・  田崎 愛知郎 （生活協同組合連合会 首都圏コープ事業連合 産直事業部） 

テーマ３ 「農業・水・環境と地域活性化の政策」 

     （内容）田尻町発祥・技術開発による「ふゆ・みず・たんぼ」の普及と全国展開に向けての課題、

政策化などについて討議します。   

コーデイネーター 呉 地 正 行 （日本雁を保護する会 会長）    

・ 岡 野 光 男 （農林水産省大臣官房 環境政策課 課長補佐）  

・ 西 川 和 雄 （国土交通省東北地方整備局 河川部 河川環境課長） 

・ 西 宮   洋 （環境省東北地区 自然保護事務所長） 

        ・ 原   耕 造 （全農大消費地販売部次長） 

テーマ４ 「田んぼと沼と環境教育」 

  （内容）地域や都市住民が参加した田園社会資本の管理方法と環境教育の具体的な手法につい

て討議します。 

コーデイネーター 見 上 一 幸 （宮城教育大学教授・環境教育実践研究センター長） 

・ 成 瀬 陽 子 （南方町立西郷小学校 教諭） 

・ 三 塚 牧 夫 （ナマズのがっこう） 

・ 高 橋 清 孝 （シナイモツゴ郷の会） 

・ 中 茎 元 一 （メダカ里親の会） 

・ 渡 邊 昭 弘 （農村環境整備センター 研究第一部長） 

○分科会報告，全体討論会・宣言（１１：２０～１２：２０） 

 

○閉会の挨拶（１２：２５）  

千 葉 俊 朗（ＮＰＯ法人 蕪栗ぬまっこくらぶ 理事長） 

 

 

参 加 費 と 参 加 の 申 込 方 法 

（１）参加費 

  ◇１日参加 

     ○12月４日（土）のみ参加 ３,000円（資料代２，０００円  昼食代１，０００円） 

○12月５日（日）のみ参加 ２,000円（資料代２，０００円）  

 ◇２日間参加    ３,000円（資料代2,000円 12 月 4日の昼食代１，000円） 

◇交流会参加費 4,000円（12月４日（土）18:30～20:00）  

   ◇蕪栗沼・ふゆ・みず・たんぼ現地視察参加費 ５００円（蕪栗沼等ガイド料） 

 （２）宿泊費 

６，５００円（一泊朝食付き，会場・ホテル間のバス送迎含む） 

○宿泊先 プラザホテル古川  

〒989-6162 宮城県古川市駅前大通2丁目1番18号 

TEL.0229(24)7700 / FAX.0229(24)7710 

 （３）参加申込方法 

   ◇参加申込(宿泊を含む) 

申込用紙に必要事項を記入の上，郵送または FAX，E-mail にて申し込みください。申し



込みの詳細は申込用紙に記載しています。 

 

◇参加費の振込先 

  ○日本郵政公社 陸前大貫郵便局（蕪栗沼に最も近い郵便局） 

    口座名義 環境創造型農業シンポジウム実行委員会 

    口座番号 ０２２７０－０－４１８１２ 

 

◇参加申し込み及び問い合せ先  
  宮城県田尻町役場農政商工課  高 橋 直 樹 

  住所 〒989-4308 宮城県遠田郡田尻町沼部字富岡183番地3 

TEL 0229-39-1115 /  FAX 0229-39-3100 

E-mail: s0348@town.tajiri.miyagi.jp 

 

 

【参加申し込み期限】 平成１6年１1月１５日（月） 

     

 

 

そ  の  他  の  事  項 

◇ 参加者との質疑応答・交流など 

○１２月４日（土）懇親会で参加者が発表することが可能ですので発表者は予めご連絡願います。 

○会場などで持参したポスター掲載が可能です。また，チラシや機関誌などの配布も可能です。 

○１２月４日（土）懇親会後，古川において会費制で「朝まで討論・交流会」を開催する予定で

す。 

○「ふゆ・みず・たんぼ」で栽培された無農薬・無化学肥料栽培米や田尻町特産品等の直売コー

ナーも設置いたします。 

○会場については会場図（別紙）を参照して下さい。 

◇シンポジウムの最新情報 

 http://www.jgoose.jp/wfrf/又はhttp://www.town.tajiri.miyagi.jp/のホームページ上で最

新の情報をお知らせいたしますので，ご活用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主 要 会 場 ・ ホ テ ル へ の ア ク セ ス 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電車（ＪＲ）で 

 
東京

東北新幹線

仙台 古川 

東北新幹線 

123 分 15 分 

 

田尻

小牛田 

東北本線 
陸羽東線 

49 分 
13 分 

東北本線 
5 分 

浦和

I.C.

東北自動車道 古川

I.C. 

仙台

空港

約 375km 25 分 

一般道 

○お車で 

 

仙台 

バス

40 分 

50 分 
東北本線 

○飛行機で 

 

蕪栗沼・伸萠地区 

田尻町文化センター

各交通のご案内 



  

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇１２月４日（土） 

古川駅 ⇒ 会 場 ①８：３０発（開会に間に合う便） 

           ②９：３０発（基調講演に間に合う便） 

ホテル ⇒ 会場  ①８：４５発 

   会 場 ⇒ ホテル ①１９：００発（交流会に参加されない方） 

     ②２０：３０発（交流会に参加される方） 

 ◇１２月５日（日） 

   ホテル ⇒ 会 場 ①５：３０発（ガンの飛び立ち，ふゆ・みず・たんぼ現地見学参加者） 

             ②８：２０発（シンポジウムのみ参加の方） 

   会 場 ⇒ 古川駅，田尻駅 １３：００発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラザホテル古川 

古川駅 

ホテル周辺地図 

バス運行スケジュール 



 


